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人とクルマのいい関係をめざして
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高齢者対象の交通安全教育が広がりを見せている
（鈴鹿サーキット交通教育センター「鈴鹿市高齢者交通安全研修会」）

２
０
０
２
年
の
交
通
事
故
死
者
は
８
３
２
６
人
で
、

前
年
よ
り
４
２
１
人
（
マ
イ
ナ
ス
４
・
８
％
）
少
な

く
、
交
通
戦
争
と
い
わ
れ
た
過
去
最
悪
の
１
９
７
０
年

に
記
録
し
た
１
万
６
７
６
５
人
の
半
分
以
下
で
あ
る
こ

と
が
警
察
庁
の
ま
と
め
で
わ
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
政
府

の
第
７
次
交
通
安
全
基
本
計
画
（
01
〜
05
年
度
）
が
目

標
と
し
た
「
年
間
死
者
数
８
４
６
６
人
以
下
」
を
２
年

目
に
達
成
し
た
こ
と
に
な
る
。

特
筆
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
間
急
増
し
て
き
た
交
通
事

故
発
生
件
数
、
負
傷
者
数
も
12
年
ぶ
り
に
減
少
に
な
っ

た
こ
と
だ
。
死
者
数
、
事
故
発
生
件
数
、
負
傷
者
数
い

ず
れ
も
が
減
少
し
た
の
は
、
１
９
８
４
年
以
来
実
に
18

年
ぶ
り
と
な
る
。

昨
年
の
月
別
死
者
数
で
は
、
前
年
同
期
比
で
５
月
以

降
の
減
少
が
目
立
つ
。
事
故
の
原
因
別
で
は
飲
酒
運
転

に
よ
る
死
者
が
大
幅
に
減
少
。
飲
酒
運
転
の
厳
罰
化
を

柱
に
し
た
改
正
道
路
交
通
法
が
６
月
に
施
行
さ
れ
た
効

果
が
大
き
い
と
、
警
察
庁
は
分
析
し
て
い
る
。

さ
ら
に
長
期
的
に
見
る
と
、
こ
の
10
年
間
の
減
少
傾

向
に
は
地
道
な
交
通
安
全
教
育
の
普
及
、
企
業
の
安
全

運
転
へ
の
取
り
組
み
な
ど
も
功
を
奏
し
た
と
い
え
る
の

で
は
な
い
か
。

小
泉
純
一
郎
首
相
は
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、「
今

後
10
年
間
を
目
途
に
交
通
事
故
死
者
数
の
更
な
る
半
減

を
目
指
す
。
政
府
は
交
通
安
全
教
育
の
推
進
を
含
め
安

全
か
つ
円
滑
な
道
路
交
通
環
境
の
整
備
に
全
力
を
尽
く

し
、
国
民
と
共
に
力
を
結
集
し
て
、
『
世
界
一
安
全
』

な
道
路
交
通
の
実
現
を
目
指
す
」
と
い
う
趣
旨
の
談
話

を
発
表
し
た
。

今
後
の
事
故
減
少
へ
向
け
て
の
最
大
の
課
題
は
、
高

齢
社
会
に
お
け
る
安
全
対
策
で
あ
る
。
警
察
庁
は
、
２

０
０
３
年
度
の
交
通
警
察
の
重
点
施
策
の
第
一
に
、
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
対
策
の
推
進
と
し
て「
高
齢
者

に
対
し
て
、加
齢
に
伴
う
身
体
機
能
の
低
下
が
行
動
に

及
ぼ
す
影
響
、高
齢
者
の
事
故
特
徴
及
び
交
通
ル
ー
ル

等
を
理
解
さ
せ
る
た
め
、交
通
事
故
実
態
等
の
調
査
分

析
に
基
づ
い
た
参
加
・
体
験
・
実
践
型
の
交
通
安
全
教
育

を
推
進
す
る
」を
挙
げ
て
い
る
。

本
紙
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
た
び
た
び
高
齢
者
教

育
を
取
り
上
げ
、
言
及
し
て
き
た
。

02
年
３
月
号
座
談
会
「
21
世
紀
の
高
齢
者
に
対
す
る

交
通
安
全
教
育
の
あ
り
方
を
探
る
」
で
は
、（
財
）
交
通

事
故
総
合
分
析
セ
ン
タ
ー
の
長
嶋
良
さ
ん
は
「
ク
ル
マ

の
販
売
会
社
の
方
が
安
全
ア
ド
バ
イ
ス
と
い
う
形
で
、

最
低
限
の
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
や
、
手
を
た
た
い
た
と
き
に

ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
で
も
ら
う
な
ど
の
反
射
能
力
に
つ
い

て
調
べ
、
個
別
指
導
し
て
い
く
」
と
販
売
店
の
活
用
を

提
言
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
年
６
月
号
座
談
会
「
き
め
細
や
か
な
安
全

教
育
を
め
ざ
し
て
」
に
お
い
て
、
東
北
工
業
大
学
の
太

田
博
雄
教
授
は
、「
国
際
交
通
安
全
学
会
の
調
査
研
究

で
も
、
高
齢
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
自
己
評
価
が
高
ま
る

結
果
が
出
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
の
運
転
行
動

で
は
、
他
者
評
価
は
逆
に
下
が
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。

そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
デ
ー
タ
で
は
っ
き
り
出
て
い
る
の
で
、

そ
の
ズ
レ
を
埋
め
る
よ
う
な
内
容
の
テ
ス
ト
な
り
、
診

断
、適
正
検
査
を
検
討
し
て
い
き
た
い
」と
更
新
時
講
習

に
「
人
間
ド
ッ
ク
的
な
考
え
方
の
導
入
」
を
提
案
し
た
。

２
・
３
面
で
は
、
高
齢
者
教
育
の
な
か
で
も
、
高
齢

ド
ラ
イ
バ
ー
の
教
育
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
の
現
状
と

展
望
を
特
集
す
る
。

特集●交通事故死者数半減 新たなる交通安全教育に向けて

１０万人
あたりの
死者数

注１：ＩRTAD Selected Risk Values for the Year 2000より引用
注２：（ ）の数字のない国は2000年の数値。
注３：日本の2010年の目標値である24時間以内の死者5000人を世界標準である
30日死者に換算するため、2001年の24時間死者と30日死者の比率1.15を2010年の目標値にかけ、5750人と算出した。
この数値を2010年の日本の人口将来予測1億2747万3000人で割り、4.5と算出した。
（2010年の人口将来予測は国立社会保障：人口問題研究所『総人口年齢3区分別人口及び年齢構造係数：中位推計』より引用）

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
が

交
通
安
全
教
育
の
重
要
な
柱
に

飲
酒
厳
罰
、
安
全
意
識
の

高
ま
り
が
奏
功


